
工 業部会

研究主題 「生徒による授業評価 を生かした授業改善のための

評価規準の開発と組織的取組みに向けた方策の検討」

1研 究 の方針

今年度は、2っ の方針を立て研究を進めた。

1観 点別 行 動 指 針 を取 り入 れ た 評 価 規 準 の作 成 と授 業研 究 の実 施

これ までの授業改善は教員側か らのアプ ローチが主であった.生 徒に とって 「分かる授業」を追求する

ためには、教員、生徒相方のアプローチがあって成 り立っものと考える.そ こで、授業中に盆徒が判断 し

行動するための具体的 「めやす」を 「望ま しい行動 と 「望ましくない行動」 として生徒に示 し、授業中

の生徒の行動指針とした。

この行動指針を取 り入れた各科 目の評価規準を作成 し授業研究を実施 した。

2授 業 改 善 に学校 ぐるみ で 取 組 み 始 め た 事 例 の検 討

都教育委員会の実施する研修等に参加 して身に付けた個為の教員の力量を、その教員が指導す る教室だ

けに留めることなく、学校全体にその成果を還元させるための しくみをつ くっていく必要がある。特に工

業高校では小学科を越えた学校全体の取組みに広げるめに、校内研修組織 の位置付を明確に し、都教育委

員会の施策を活用 しつつ校内体制をつくっていくことが大切である。このような背景か ら、図1に 示す 「授

業改善に学校 ぐるみで敢組むための組織概念図」を作成 した。 さらに、授業改善に向け組織的に取組み始

めた工業高校の事例を検討した,
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皿 研 究 方 針 コに つ い て

1期 待 す る生 徒 像 を取 リ入れ た 観 点 別行 動 指 針

私たちが期待する生徒像は、社会で強く生き抜 くために、工業で学ぶ基礎 ・基本を生か し、自らの技術

・技能を、社会に般立てることができる能力と怨度を持っ生徒である,

近年 、技術の進歩に伴って、工業科目は高度な内容を含むようになっている,様 々な動機で入学 して く

る生徒に対 して、「分かる授業」を展開できる教員の指導力の向上が求められている.一 方で、生徒には、

学習の意義を理解 し、目的に向かって努力するための 「めやすjtS必 要である。そこで、生徒が授業中に

判断 し行動するための具体的な 「めやす」を、授業における 「望ま しい行動」と 「望ましくない行動」 と

して表1に 示 した。 これ を、授業における生徒の観点別行動指針 とした,こ の中の生徒相互のコミュニケ

ーション活動を、授業改善の重点 として取 り上げ、4観 点の中の 「技能 ・表現】に加えた。具体的には、

授業の展開の課程で生徒が相互にア ドバイスを行う場を設けるなど、生徒が自らの思いや考えを、他の生

徒の前で発表する場を意図的に取 り入れることとした。 この観点別行動指針を教員自らが、自校の生徒の

実櫨に応 じて作成 し、各科 目の評価規準と併せて指導に活用す る。

表1授 業の諸活動 における観点別行動指針

観点 対象活動 艀価のポイン ト

,芦 〒動するた棚

ヨr鋤や輌 〕、一禦 饗1謡躍鮪
望ま しくない行動

関心

意欲

態度

授 業 全 体

への

取組み

・ね ば り 強 く 取 り 組

ん だ か 。

・工 夫Lて 解 決 し よ

う と した カ㌔

・約 束 や ル ー ル を 守

っ た か 。

o鳳 一r■

ち難 レい内容 で もあき 庁めず膠

灘 婁なと轍 的ユ

華野鯉

・す ぐ に あ き ら め て し ま っ た

り 、 難 し い 課 題 を 避 け よ う

と した りす る 。

・ル ー ル を 守 ら ず 、 授 業 の 雰

囲 気 を壊 す 。

思考

判断

学 習 課 題

への

取組み

・課 題 の 内容 や 解 決

方怯を調べたか.

・計 画 的 ,効 率 的 に

学習 したか.

華醜 舶 分な罪 嚇 しよ

悔,賦 ㍉、鶏L遭 計 』

溝叢
・他人の結果 を真似 るだ けで、

自分 で進 んで調 べ よ う と し

ない,

・見通 しをたてずに学習す る.
・指示 されたこ としかや らな

い酵
閂

門7

磁
嘆-1:

曝
鍼
縮
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　 一

・必 要 な 技術 を身 に

付 けたか。

・作 業 の意 味 を理 解

し、 安全 や 環 境 に

配 慮 して作 業 で き

たか.

・積 極 的 に 質 問や 意

見 の 発表 が で き た

か。

・周 囲 に協 力 で きた

か。

,綬 業で、正確な技術を身に昌
卿8「

幽仲 ナる.軸,勲 …
L

'詐耗解 の惰継 察
」岨 塑

溝癬監欝
レる・劃 雷 曜 覧

}醗 箋塁乙罐 紮
・葦曜 瞳 凱 一三 昏

ザ1:靴1

・授 業 で 身 に 付 い た も の が な

い 」

・作 業 内 容 を 理 解 せ ず
、 周 囲

へ の 配 慮 が な い 。

・意 見 を 伝 え よ う と せ ず 、 ・自

己 満 足 で 終 わ っ て し ま う。

・勝 手 な 行 動 を と り
、 周 囲 に

協 力 し よ う と しな い,

・教 員 の 話 を 聞 こ う と し な い
。

知識

理解

学 習 内 容

の理解

・学 習 内容 を理 解 し

たか。

`聯 習内犠 職 《奉解し一

蝋 翻 峰 しでい紫,㍗

・学習内容の理解が不十分 で、

知識が増 えてい かない,

2指 導事例作成前に開発委員が共通理解 した内容

生徒の観点別行動指針を取 り入れた評価規準を作成 し、その規準に基づいて生徒の到達度評価を行 う。

また、生徒による授業評価を実施 し、生徒の変容をとらえつつ、授業を改善 していく。
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皿 指 導 事 例

事 例1「 コ ン ピュー タ応 用 」

一生徒が学習姿勢を改普 していく授桑づ くりへの組織的な取組み一

1本 事 例 の背 景 と 目的

本事例で検討 した科目 「コンピュータ応用」は、第3学 年の選択科 目である。生徒の履修の動機は様々

で、コンピュー タについての経験や関心にも大きな差があるため、これまでのような一斉授業の形態では

実施が困難である。そこで、授業を通 して生徒が自分に適 した学習方法に気づき、自ら学習に取 り組む姿

勢を持つよ う改善していくことが重要である,

生徒が自ら学び、自ら考え、判断 し、行動する,生 徒主体の授業を作っていくためには生徒の実態を把

握 し、その状況に応 じた授業展開を工夫する必要がある。そのためには、生徒個々の状況や どのような授

業が生徒か ら求められているかなど、授業づくりについて教員の共通理解を図 り、学校全体で取 り組んで

いく必要がある.

本事例では、まず、生徒自らが学習の状況や授業を客観的にとらえて、自己の学習姿勢を改善 していく

授業の在 り方を明らかにする.そ して、授業改善の目的 と乎順について全教員で共通理解 を図 り、学校全

体で組織的に取 り組む授業改善を目指す。

2方 法

(1>対 象 となる授業にっいて、観点別行動指針 を踏まえた評価規準を作成 し、その規準に基づき、授業

の前後で生徒に自己評価をさせる、,・その後、生徒の観点別行動指針を踏まえた、生徒による授業評価

を実施する。

(2)校 内の研究組織や生徒による授業評価の試行校としての敵 り組み を最大限活用 し、全教員の共通理

解を図る.

3評 価 規 準 と評 価 項 目

対象の授業は、科目 「コンビュータ応用」で、内容は磁気ディスク装置のアクセス速度である。アクセ

ス速度の計算を通 して.磁 気ディスク装置の しくみを理解させることがね らいである。作成 した評価規準

は、「おおむね満足できる状況」 を示すもので、その評価規準の評価項 目を用いて表2に 示す生徒の自己評

価票を作成 し、これを授業に用いた。

表3に 示す授業評価票は観点別行動指針をもとに、校内研修組織で検討 し、本授業のために作成 した も

のである。

4生 徒 の 自己評 価 と授 業 評 価 に よ る成 果

生徒の 自己評価結果を表2に 、授業評価結果を表5に 示 した。なお表4は 授業評価票であるth授 業の開

始時 と終了時に生徒に自己評価をさせ 、自らの学習成果を確認 させた、そ して、自己評価結果 と授業評価

結果 とを対比 させることにより、生徒に 自分に適 した授業や学習方法にっいて考えさせることができた,

また、教員は、授業による生徒の変容の度合いと、授業に対する生徒の意識を同時に把握することができ、

次の授業の改善や生後の個別指導に生かす ことができた。
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表2生 徒の 自己辞価 票

自己評価票 回吾欄 〔Oで 囲 む)

4… 「そ う思 う」3… 「だ いた い そ う思 う」2… 「あ ま りモ う思 わ な い 」1… 丁そ う思 わ な い」 罎 票姑 摂 桑終
一

閣心

量欲

鮨度

O磁 気 子 イス ク装 置 壱は じめ とした コンピュ ー タの ハ ー ドウ ヱア に つ い て 隠 蛛 ・閣 心 が あ 愚.

O積 極 的 に計 算 をす る. 43・21 4321

罪考

剃断

一一

〇硫 気子イスウの 賑理からアクセス時闘 を東め蚤計算 原理郎わ かる自

07ク セス時闇を求めるのに幽 亜な情報を適切 に敬集でき筍, 4321 43皇1

技能

義現

Oテ 「イ其ウの 回転 遮 度 、シー ク暁閣.ト ラッウ富量 か らアウセス碕 問 を計算 でき愚。

07ウ セ ス 時 闇の 粟 め方 を他 人 に説 明 で 轡 」駈. 4321 4自21

知罐

理解

o磁 気 子 イス クの しく鼻 が 理 醗 で吉 愚。

Oデ ー タ転 送 時 聞 は.デ ィス ヶの 回 既 遼 崖 と記 槍 喜 量 とによ,て 決 まる ことを理 解Lて いる.

噛

4321

一

4321
一

廿 …「邪 置=硯 訂 踊 講(お おむね齪 出来、磁 示.てい。、

表3自 己評 価 結 果

生 徒

A君 B君 C君 D君 E君 F君 G君 H君 1君 J君 K君

観 点 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

闇 心 ・意欲 ・態度 1 3 3 3 2 3 4 4 2 2 4 4 3 3 2 3 2 2 2 2 2 2

思 考 ・判 断 1 3 1 3 1 3 3 3 1 2 3 3 1 4 1 3 1 2 2 2 1 3

技 能 ・表 現 1 2 1 2 1 4 2 2 ユ 2 2 21 4 2 3 1 3 2 2 1 3

知 識 ・理 解 1 3 1 2 2 2 3 3 2 2 4 411 3 2 3 1 3 2 2 1 3

5生 徒 の 学 習姿 勢 の 改 善

授業展開に 「理解 したことを他 人 に説 明す る」場を設定 した結果、「理

解できた と思ったが、他人に説明できるだけの知識の整理がついていない自

分に気がついた ・・」 とい う生徒の感想 を得た.生 徒は他人か ら学んだ り他

人に教えた りすることを通 して、理解度 を確認 し、相対的な自分の状況を知

り、自分の能力や関心を自・覚できることが分かった。このような場を授業に

意図的に取 り入れ、生徒が自ら学習姿勢の改善につなげていけるよう、教員

の励ま しや助言などの支援をしてい くことが必要である.

魑1諌 異筋

6授 業 改 善 へ の 組 織 的 な 取 組

組織的な取組については、図2に 示す手順で実施 した。

この取組みの過程で、各教員は授業改善を望みながら、金教員で行 う校内

研修につ いてはその効果に疑問を抱く者が少なくなかった。その理由の一っ

に、教員 間の学習成果に対する視点の違いがある.教 科によって指導内容 ・

方法が違 うことや個々の教員が.評 価規準の どの窺点を重視 しているかによ

り、授業改善の具体的な手法が異なることにあった.そ こで、全教員が共通

の目標をもって授業改善に取 り組 めるよう 「生徒の実態把握の方法」や 「授

業改善事例の検討」などの研修内容 を提案 し、各教員が互いに授業を公開し

た り、教材を検討 し合えたりするよ う校内研修を計画 している.

評価項目の決定
・`佼霧分撃研究組姫)

臓 員璽 墜で 周 知

(授Met魯1:向 けて1

指零計薗の作成 ・改曹 崎

↓

判

H

掻桑輿麓1

十

検討・輔1

↓
幽 一,「

犠講ト
一

図2掻 粟改普の

取組み手噸

一115一



表4授 業評価票

掻 集 評 価 票

4… 「そう思 う」3… 「だいたい そう思 ラ」2… 「あま りそう思 わない」 τ…「そう思 わない 」

糧賢 紀 号 麓 閣 圃 答 」(oで 囲 む}

授 璽

方法
一融

A1 先 生 の昭 し方信r面 き耳亘りや す い 4321

A2 先生の朧 閉や指示 賦わ かりや すい 4321

直3 先主 の買 闘の意味 はわか りや すい 4321

A4 先 生 は授 察 に よく準 臓Lて い 畳 4321

A5 先 生の掻 粟に射する黙 童蒼感じる 4321

慢 象

展闇

簿

31

一一

掌 智 内暮 の遵Aぐ あいは適 切であ番

一
4321

a2 掻 璽 中 覧ノー トをとる時 闇 均f適 切1こあ 筍 4321

閃 樫 桑 中.課 題 壱脅 え 石時 聞 が 適 切 に あ る 4321

34 わ かりやすい搬Ωの遭 め方である 4321

β5 自分の考 えや 量量を覚曇 できる 4321

E6 自分で青えながら学 智できる 4321

巳7 生 徒 どうしが意 見を交 わしなが らいっ」よに掌 習して

い筍雰囲気 雌ある

4321

E日 掌 習 の ポ イン トや ラ 智 腹 習 の や りか た 甚敬 えて くれ あ 43諺1

授 畠 へ

の 満 足

虚

じ1 擾 婁が棄Lい
一

4321

c2 知 り陀いことがわかる授 集である 4321

¢3 この 慢 粟1ま 自分 の 世 に 立 っ 4321

¢4

一

学 習の量搬 がわく 4321

幽 由

記述

翼 τ 自 由 記 述 】掻 桑 に つ いて の 感 課 を■ い て く差さい

衰5授 巣評価 結果

授業評価結果

1記号 貫 間
車
均

A1 話L方 36

A2 脱 明 ・指 示 35

A4 畳 問 35

A5 準儂 3.回

A8 黙量 3.5

白1 進度 3.5

臼2 ノー ト時 間 35

83 思脅蒔聞 3.1

駐4 隈開 33

a5 壁表 2.6

齪0

7且巳

主荘並__.

運 帯感

詔5

2.6

巨日 学 習方 浅の助 雷 25

C1 楽 しさ 33

02 妊舜心 ユ1

03

一

有並性 3.1

c4 やる気 の喚起 2フ

平 均=11人 の 生 捷 の 平 均 値

事例2「 自 動 車 整 備 」

一生徒の授業評価 を生か した授業改善事例 一

1テ ー マ と指 導 内容

本事例で検討 した科目 「自動車整備Jは 、自動車に関す る知識 と技術を習得させ、実際に活用できる能

力と態度を育てることを目的 としている.本 事例では、生徒の実態に応 じた年間指導計画と評価規準を作

成 し、評価の在 り方 と生徒による授業評価の結果を基に指導方法の改善を行った。

2評 価 規 準 の 作 成 と授 業展 開 の 工 夫

(1)評 価規準の作成に当っては、生徒の実態を考慮 した行動指針を取 り入れた。

(2)授 業の工夫 として、「技術 と環境」 というテーマで意見交換の場を設定し、生徒相互、教員 と生徒の

対話の機会を設けた、

(3)観 点別ヂェックカー ドを用いて生徒 とのコミュニケーションを図る、

表6「 自動章整備」評価規準 (この評価観 準は、「おおむね揃 足できる」状況 を示 している〕

指 導 事 項

(到遣 目檀 〕
申 習 内 響 絆 価 規 準

関心 ・意徴 ・魍度 思考 ・剃断 二 ・お曲 賑 琉`橿 知臓 ・理 僻

自動車整燗に関

†る技術 ・減能

を理解する

Oエ ン ジ ン各 部 の

名 称や 点 縷 上 の

注 意整 備 ・組 立

・ ゑ 駒

Oエ ンジン性能の

紬持や管理につ

いて、輿味 ・闘

一一ぬ熱3訟 ゑ^

Oエ ンジ ンの機

籠 が把 握 で き

る

O畿 ン萱ンの 点検 ㍉腔 鑑

=が 醸 にできる 「←.-n'昌「

o生 徒柑瓦で教始 うi
「".P.

些,..

Oニ ン ジ ン の

構 造 や 投 割

を 理 解 し て

_潟 ゑwww,一-

地球環境に配慮

した基礎的な知

織 ・技術を理解

する

O安 全と大気汚架

との開係を学習

する

O自 動 車が 地 球に

与 え る影響 に輿

味 ・関心がある

・b繍 繍 誇陵 ゼ ∫

意義を理解 し.

安 全 に対 す る

判断がで きる

繍 爾樋蚤罫
3鱒 を舞 し廼鉢

..

幽 勢『戸一導1=

o地 隷環塊問

題を理解 し

ている

関係怯規や安全

穂保と環境保全

に開する装置の

整備を学習する

O登 備事業や整備

士制度などを学

習す呑

O将 来 は 、 自動車

監備 質 格 を 取得

した い と考 えて

い る

o道 路運送車両

法に基づいた

判断ができる

壷 規や喪全を禿秀把讐噺

溢趨 蹟
畠 ら看 乏{襲競 で き「ざ ・'

o詰 煙や安全

確保 を理解

している

1'・険 ・猫 瀞 蟷 一,・響 鰍 累
陀'一 ・.∵ ・'一遍 鍵 ぞ

' 幽

壱謄 し章欲的に'
.●加 して い 石

一

廉量え方誉ユます愚

・ロ学 晋瞭 畦 免'

『降見サ6'芒

-
.

一 「

、巌安奪星調遣 レ亡帆蚤ミ

竈嫡 蝶 孝.磁 ・
適 し眼 蝉 鱗 義難.

.

・糟 噸 翫

1準心姻 解
=

適レ三い鄭
P}

1

躾 匡上弓どむて`、惹捌 ・=
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3評 価 方 法 の 工 夫

(1)目 標 に準拠 した評価

作成 した評価規準をもとに 「観点別評価チェックカー ド」を作成 し、生徒の到達度を客観的に評価

す る.

(2)自 己詳価 を取 り入れ た授 業評 価

評価規準を基に 「個人評価カー ド」を作成 し、これにより授業評価を行 う。

表7観 点別評価テェックカード(例 示)

レ=到連している

表8個 人 評 価 カー ド(例 示)

Aそ う思うB.想 掲 「履うCど ちらかとい劇鋤 ・血 そう,??tJtxい

胴心

慧歓

膿

一

〇ヱンジン性能の維縛や管理に翼咳 ・闇心をもってい弓 レ 関心

鰍

エ.擾 業に積権的 にむ加 した A E c 国〕一一一 一 一

〇 シャシの構造 にういで、興 味 ・閥心 をもっている レ 2,授 藁内容を理解 しようと努力 した A B c D

O自 動車が地球に与える影響に興味 ・開心茄ある レ 惣度 3.撰 業内審 の質 間をした A B c D

O将 来1ユ、 自動車腔偵 資堵を取得 したい と考 えてい弓 思考

判斯

1、 授 業の内響に典味雌もてた A B C D

思身

判断

Oエ ンンンの機能が妃握できる レ 2,撮 業の 睨明ほわかりや† かった A B C D

oシ ャシの椴能が把握できる 3.授 業を受講 してよかった ん B C D

O臼 動車豊僧の意義を理購 し、安全に対寸る判断ができる レ 按艇

識現

1,授 禦の括 はよく闇けた 汽 B c D

o遭 路運送車両渥…に基づいた判断ができる 2,捜 業の予 習や復 習を した A B C D

技能

衰現

Oエ ンジンの点検 ・整備 が嬉 実にで春弓 レ 3,捜 桑中に私掩 は 」なかoた A B C D

Oシ ヤシの点棲 ・整 僑ができる 知厳

理酵

11,擾 禦の内容は理 解できた A B c D

O排 気ガスに対†為表全を理醒し、自勤軍章彊億かできろ レ 2,浸 業の レベル は適切で あった A E C D

O怯 煙や安全を充分把坦 し、費現ができる 3慢 巣の中で知瞭が習得できた A B C D

知踵

酬

Oエ ンジンの構造や役割を理解している レ

Oシ ャシの鱒造や投劃を理飾 している

O地 球環境問題を理解している レ

O法 規や安全確保を現解 している

4授 業 改 普 の 成 果

(1)生 徒 の変容

生徒の課題に取 り組む姿勢や学習意欲等を知るため 「個人評価カー ド」を用い問題点を見直 し授業

改善を行った。その結果、生徒の授業内容に対する理解度に大きな違いが生 じていることが分かった。

そこで、授業展開に 「授業内容についての生徒との対話」の場を設定し、対話を通 して生徒のつ まず く

原因を把握 し、授業改善に生か した結果、個人評価カー ドには,「授業に積極的に参加 した」、「授業の内

容が理解できた」 と前向きに回答する生徒が増加 した。 また、自己評価のできる生徒が増え、授業に

取 り組む姿勢や学習態度に前向きな変化が現れた。

(2)教 員の変容

「個人評価カー ド」を用い、生徒に授業を評価させ ることに、どのような反応が返ってくるか とい

う不安や抵抗盛があった。 しか し、生徒に 「先生、今 日の授業は分か りやすくて楽 しかったよ」 と言

われて、大きな励みになり、授業改善への意欲が更に高め られた、また、生徒相互及び教員 と生徒の

対話の機会を授業展開に取 り入れた試みはド生徒 と教員 との心の通 う人間関係の確立にも役立った。

5ま と め

工業高校の授業で最も大切なことは、工業における基礎 ・基本を碗実に身に付けることであるが.同

時に職業人として生きてい くために必要な生徒一人ひとりの人關的成長を促すことである,今 回は、科

目 「自動車整備」の基礎 ・基本を実施 したが、生徒相互及び教員 と生徒の15分程度の対話の機会の場を

設定 したことは、生徒の内面を知る上で、役立つとともに、教員にとって、生徒の学習意欲を高める上

で効果があった,
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事例3 「機 械 実 習 」

一 生徒の課題への取組み姿勢と、授業展開を改善した事例 一

1テ ー マ と研 究 内容

本事例では機械実習 「材料実験」を取 り上げた。材料実験は金属の機械的性質を理解 させるために実施

している科 目であるe生 徒の実窪の応 じた指導計画を作成 して、その評価規準(表9)及 び観点別評価表

(表10)、 自己評価票(表ll}、 授業評価票(表12)を 作成 し、生徒の課題への取組み姿勢の向上と授業の

改善に取 り組んだ.そ の結果①生徒の取組み姿勢に変客が見 られた。②生徒による授業評価により授業展

開 と指導法で工夫改善を行 うことができた。

2単 元 の 指 導計 画

(1)単 元 名:「 材料実験」(炭 棄鋼の引張り試駄 硬 さ試験、熱処理)

(2)単 元のね らい:炭 素鋼の機械的性質の理解、各試験橿器の基本的操作法を習得 させる。

表9評 価規準(引 張 り試験の例}

関 心 ・意 欲 ・態 度 思 考 ・判 断 技能 ・表現 知 識 ・理 解

材 料 実験 に関

す る基礎 的な

技術

0金 属材料 の性 質

につ いて 興味 関

心 を 持 う て い

る。

O実 験 内容 に適 し

た試 験 片や器 具

の準備ができる。

'(鵜器
の墓塞的撫

一 昏 印1

蓋欝 簸
〕1購罐 灘 う

一:。機器の躰 操

灘燃麟
㌦ 二∵"イ5`

0用 い る機 器 の

用 語 が 説 明 で

きる。

作 を理 解 して

い る。

役割や意義

O実 験内容 の説 明

を意欲 的に聞い

てい る。
I

lO不 明点 を放置 せ

ず 意欲 的に質問

をす る。

O問 題 意 識を持 っ

て 実験 を行 って

い る。

0実 験 の意義 にっ

いて考えられ る。

灘諜1懲礁隷
概㌶ ・

`
O実 験 の 目的 を

理 解 して い る。

実践的な態度

O性 質 を理解す る

た め実 験 に積極

的に参加してい る.

0安 全に配慮 で き

る。

0観 察及 び実験 か

ら規則 性、 法則

性を見つけだせ る。

O結 果 を考察 で き

る。

蔭縦 導 鎌 を1

灘
O実 験 し た 内 容

を整 理 して 理

解 してい る。

3評 価 の 取 組 み

(1)目 楳に準拠 した評価

評価の観点は平成14年 度 「東京の教青21」 開発委員会工業部会の研究成果を基に作成 した。評価

規準から観点別評価表を作成 し目標に対する到達産を評価 した。

(2)生 捷の 自己評価 を取 り入れた評価(個 人 内評価)

生徒が課題への取組み姿勢を客観的に評価でき、更なる目標が設定できるよう授業の諸活動 におけ

る観点別行動指針から自己評価票の項 目を考えた。また 目標に準拠 した評価 においては知識量のみに

偏 らない評価を行った。
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表10観 点 別 評 価 衰(例 示)

観 点 チ ェ ッ ク 項 目 評価の方法 生軽A 生齢 生鶴 生農o

意欲

関心

鮨度

1忘 れ 物 ・遅 刻 は な い か㌔

.授業観察

自己評価票

l

o o 〉く X
一

2内 容 に 適 した 試 料 作 りや 器 具 の糖 備 が で きた か. 授業蜆察

■

0
.

o X o

3意 欲 的 に 実 験 ・実 習 に 審 加 で き た カ㌔ 撮業観索 0 o X o

思考 4機 器の基本的な操作がで き測定が正碗にできた
カ㌔

授業観索

■

o o X o

幽_

判斯

_剛繭 【繭 一貞 昌圃鞘 』一昌i陶

8観 察 没 ぴ 実験 の 結 果 か ら 規 則 性.怯 則 性 をみ つ け

だ せ た か 。 昌占』』ユ晶昌一旧一二'晶一一 【
一

【A飼幽
」祠闘』爾圖㎜ 献 」画i

報告書

昌 …

h函…

o
.馬圃内{晶_臨_一

A隔 函一 隔

o

∩幽L」簡 隔i

蝋

X

_昌一陶隔4ピ』

X

■

剛 蝋r軸幽一 」 _帥 』噸

技能

表現

11実 習 の 目的 を理 解 で き た か. 綬 糞観 察 、栂 告 書 o o X X

12彼 片 付 け が き ちん と で き る か, 授業観察

■

o o × x

知織

理解

13比 例 賊 度 、 弾 性 隈 度 、降 伏 点 、 引 っ 張 り強 さの 意
味 が わ か るか 。

授 業観 察 、親 告 書

■

o X 0 x

14材 料 に よっ て 性 質 が 異 な る こ とが 理 解 で き るか. 授 業 観 察 、報 告 書

「

o x x X

X表 中 のOは 達 成 で き た こ とを 、Xは 遼 成 で きて な い こ とを あ らわ して い る。

表11自 己評価票

生徒による
自己牌価

r自分 自身 の授 業 へ の 取 組 み 」に つい て答 え な さ い。 Aは い 且 どち らか とい うとはい

Cど ち らか とい う とい い えDい い え

1前 回 の 授 業 で わか らな か っ た とこ ろ を復 習 した か. A日CD
閲心 2ノ ー トは 自分 な りに 工夫 して 取れ た か。 ABCD

3敦 科 書 ・レポ ー ト用 紐 な どの 忘 れ 物 が あ っ たか, ABCD

意欲 4お し ゃ べ り、 い ね む り が あ っ た か. ABCD

5遅 期 、 携 帯 電 話 な どの操 作 が あ っ た か。 ABCD

媒度 6貧 料 の 準 偏 は 積 極 的 に で き た カ'。 ABCD

7捜 藁 を振 り遮 っ てみ て量 欲 的 に 取組 め た か A13CD

8引 っ 頭 り試 験 機 の 操 作 が正 し くで き た か。 ABCD

技能 9引 っ 張 り賦 験 の各 測 定 が 正 し くで き た カ㌔ ABCD

表現 10機 器 の 後 片 づ け はす す ん で で き た か。 ABCD

11作 業 は 友 人 と協 力 して で き た か。 ABCD

知識 12測 定 結 果 の 計 算 を 自分 で解 こ うと した か。 ABC【 〕

理解
'13自 分 の 理 餌 で き な か っ た 点 が どこ か わ か っ た か

、 ABCD

14引 っ 張 り試 験 を行 う意 味 が理 癬 で きた か。 ABCD

課題 15次 回 の 授 業 を畳 け る に 当 た り 「自分 の 課 題 」 と思 わ れ る こ とは 何 か 、 下 に書 き な さい 。

対応

4授 業評 価

授業の内容が生徒個々にどのように伝わっているか授業評価票 により調査を行った。授業展開、生徒の

達成感等をそのっど総括し改善点を次の授業で生かした。

表12授 業評価票

生徒による

授桑騨価

1
「今 日の 授 業 の す す め 方 」 につ いて 答 え な さ い. Alま いBど ち らか と い う とは い

.

Cど ち らか と い う と い い えDい い

授 え

桑 1今 日の 授 叢の す す め方 は旱 か った か 。 ABCD

に 2授 粟 中考 える 時 聞 は充 分 あ っ た か. ABCD

つ 3今 目の 授 業 内 容 の 量 は ち ょ う ど良 か っ た か 、 ABCD

い 4引 っ張 り試 験 につ いて 鼻昧 が高 ま った か 。 A日CO

て .5実 験 の 前 と復 壱比 靱 し金 属 に 興 味 が 深 ま っ た か 。 A日CD
6今 日の 授 業1ま理 解 で き た か 。 ABCD

7今 日の 授 彙 の す す め方 に つ い て の 感 想 を■ き な さい 。
一
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5ま と め

(1)自 己評価 によ り蛮容 した生徒の取組姿勢

① 自己評価票の設問項 目について

評価規準に観点別行動指針を取り入れて作成 した自己評価票の各設問項 目が、生徒の変容を踏まえ

ているか、また望ましい課題への姿勢を表現できているか検証 した。

② 実施上の工夫点

・授業開始時に前回の課題を認識 し目標を設定する時間を設けた
。

・項 目の語尾を 「～ましたか」か ら 「～か」 としたことで授業への敢組姿勢の振 り返 りに強みを持た

せた。

③ 成果(自 己評価票による振 り返りの成果)
・生徒の多くは自己評価票を記入する事で 「取組み姿勢を意識するよ うになった」r自 分の良い点が評

価できた。また、自分の改善点を知った」 と答え、取組み姿勢を客観的に振 り返 る樋会 となってい

る事がわかった、

・生徒は取組姿勢を具体的に総括できるので問糎点を明確 にでき、さらなる目標が設定 しゃすいこと

がわかった。

・生徒の取組姿勢の変容が把握でき授業内においての励ま しや個別指導で生かせた
。

衷13自 己評価票によるふり返りの成果

向上した項 目 今佳の課題項目

・復習するよ うになった ・積極的に取 り組む
・ノー トが工夫 して取れ るよ うにな った ・忘れ物 をな くす

・自分でも計算 を行 うよ うにな った ・私 語をな くす

・自分の理解できない点がわかった ・休憩と授業のけじめをつける
・材料試験を行う意味がわかった

・意欲的に参加できるようになった

(2)生 徒 による授 業評価 と教員の授業改善

① 授業評価票の設問項 目について

設問表現に曖味 さがないか、また内容 は生徒の変容に合致 しているか検証 した。

② 授莱改善による成果(授 業評価票の効果)

・授業評価での生徒からの指摘事項 と授 業の改善点は次の通 りであ る。

・授業の内容、量、難易度が生徒の実態 とが妥当であるか検証す ることができた、

・授業の展開について生徒の意 見や反応 が把握 できるので、次の指導計画に反映 させ ることがで

きた、

・生徒個々の理解度や達成感 が把握でき、学習のね らいに対す る到達度 が分か った。

表14授 粟に対する生徒の評価と教員の授業改善への取組み

・待ち時間が長い、もう少 し早 ・データ処理や考察の課題を与え取り組ませた。

くても良い.・ 講義と実習の展閉を工夫 し考 える時間を確保 した。
・進め方が早い

。 ・実験の順番等を替え興味関心 を持たせるよう工夫 した。
・材料実験に興味があま り沸か ・確認プリントを毎回用意 し■要項目を資料でまとめさせた。

ない。 また対話を通 して興味関心を高めていった。

一120一



四 研 究 方 針2に つ いて

1指 導 改 善 に 学 校 ぐるみ で取 り組 ん だ 実 践事 例 棟 京都教育委員会の施策を活用 した実践事例)

(1)継 織 化の必 要性につ いて

評価の観点や規準が個々の教員や学科 ・教科 ごとに異なった り独善的であってはならない。学校 とい

う組織体 としての評価規準を明確にして、生徒や保護者はもとより、広 く都民に公表 し、説明責任を果

たす ことが求められており、この実現によって学校(授 業)の 信頼性も高まる.こ の意味からも、各教

科 ・科目の評価規準の作成及び授業改善に向けた生徒による授業評価の実施について、学校 として統一

した評価 にっいての考え方を待ち実施する必要があると考え、授業改善に向けた校内研修の組織化に取

り組 んだ.

② 取組 内容

① 校長が学校経営計画に明示する,② 自己申告書を碁に した教員 との面接の機会を活用 し、個々の

教員 との対話の中で授業改善の必要性を説明するとともに協力者を発掘する。③ 東京都教育委員会の施

策 「生徒による授業評価試行校」に応募する.④ 以上の3点 を基に校内に 「授業改善はや らなければい

けないjと い う雰囲気を醸成する。なお、プロジェク トリーダーには、東京の教育21工 業部会で評価

にっいて研究経験 を持つ教員を充てる。

以下に組織化に至る経緯を示す。

平

成

十

四

年

度

平

成

十

五

年

度

学

期

意

識

醸

成
一組

織

化

・「生徒による授業評価1試 行に関わる通知を受け本校における試行を考えるb

・開発委員として 「生徒による授業評価」を研究 している教員を講師として校内

研修会を行 う。

・自己申告を基に した、教員との面接で 「生徒による授業評価」を既に行ってい

る者 、実施 したい者を調査する。

・教頭が、T短 大の授業評髄委員を引き受け、授業評価の方法にっいて調査研究

し、校内研修会で報告する。

・企画調整会議で試行校に応募する決定を行い、職員会議で報告する,

・12月3日 第一回 「生徒による授業評価」連絡協議会に教員を派遣する。

・企画調整会議で試行の組織を決定し、職員会議で報告す る。

・研究会方式とし、教頭、教務主幹、工業科主任以外は、有志の参加を認める.

・1 .月23日 第二回、3月19日 第三回 「生徒による授業評価j連 絡協議会に教

員を派遣する。

・学校経営計画の重点 目標 と方策に 「生徒による授業評価」の研究を進め授業改

善を図ると明示する。

・「生徒による授業評価」研究会を発足、代表者には平成14年 度の東京の教育

21開 発委員経験者をあてるe

・自己申告をもとにした教員 との面接で研究協力者を掘 り起 こし、ほぼ全教科

で協力者を縫保する。

・「生徒による授業評価」アンケー トの作成 と実施を行 う。

・5月3日 第一回 「生徒による授業評価」試行校連絡会に教員を派遣する。

・アンケー トの結果を踏まえ、授業改善のための校内研修会開催する。

・10月7日 試行にっいての中間評価を行い、計画の見直しを行 う。

・授業改善の成果を評価するための生徒向けアンケー トの作成と実施を行 う。

・10月9日 第二回 「生徒による授業評価」試行校連絡会に教員を派遣す る。
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V研 究 の 成 果 と今 後 の課 題

1研 究 の 成 果

(1)研 究 方針1に ついて

授業中の生徒が行 う諸活動について観点別行動指針を開発 し、この指針を踏まえて各科 目の評価規準

を作成 し授業を行った。また、生徒による授業評価を、授業改善の視点 として取 り入れた。モの結果、

生徒は評価規準を意識 し、授業に対 し意欲的に取 ウ組むようになった.ま た、教員は生徒の授業評価の

結果をもとに個別指導を行った り、視覚的な教材 を取 り入れたりす るなど、指導方法を工夫す る取組が

見 られ るようになった。

観点別行動指針の重点項目としたコミュニケーションを様々な形で授業に取 り入れた結果、「授業に積

極的に参加 した」、「授業の内容が理解できた」 と前向きに回答す る生徒が増加 した、この背景には生徒

相互の対話が、授業内容の理解 を促進 したことによるものと考えられ る。また、授業中における生徒の

行動の 「めやす」を各科目の評価規準に敢 り入れた結果、それまでの授業では評価 されることに関心が

ないそぶ りを見せた り、授業に対 して意欲的でなかったた生徒が、授業に積極的に取 り組む ようになっ

た。 さらに、アンケー トの自由記述欄に意見や感想を書かなかった生徒が、少 しずっではあるが、授業

中に発言をす るようになった。

② 研究方 針2に ついて

事例では、開発委員経験者をリーダーに起用 し研修の成果を生かしている点、都教育委員会の事業や

施策を うまく活用 している点、教員 との面接の機会を利用 して授業評価への取組 を促 し協力者を掘 り起

こしている点など、組織化 していく上で有効な方法が示されている.

そこで、この事例を甚に組織化に向けた方向性について検討 した結果を次に示す。

① 各学校では個々の教員の授業改善への取組を、その教員の個人的な研究に終始す ることなく、主幹

層が中心 となり学校経営計画や教育 目標等 と教員の指導内容との関連 を図らせ、教員に組織人 として

の意識を高める必要がある。

② 特に工業高校では、就業体験などの体験的な教育活動では企業等との連携は不可欠である。そのた

めに、企業の経営者や技術者 を学校運営連絡協議会の外部委員等 として学校に招き、授業を見て もら

う機会を意図的に設定 したり、実習などの参観を通 して、教員が直接 、指導内容や指導方法にっいて

意見を交換できる場の設定をした りすることが求められ る。

③ 生徒による授業評価試行校連絡会や東京の教育21開 発委員会 合同講習 「つどい」、授業研究ネッ

トワーク 「まなび」など都教育委員会の事業を組織化に生かす ことが大切である.

④ 組織化を進める上で大切なことは、授業を大事に し、「分かる授業を自指す」学校をっくるとい う校

長の揺るぎない姿勢を、様々な機会をとらえて教職員に示 し、「校長、本気でやっているな」と、思わ

せる姿勢を教員に感 じさせ、最後までや りぬくことである。

2今 後 の課 題

「工業高校には、一っの学校の中に学科数分の学校がある」 と例えられるほど、学科間の壁が高い.こ

の壁を低 くす ることは大きな課題である、この課題解決に向け敏 り組むべき、現時点で考えられる2つ の

方策を示す.

(1)評 価規準の作成 にっいて、学科や教科を超えて実践 した校内研修の事例を示すこと。

(2)都 教育委員会の研修等を受けた教員が、その研修成果を自校の授業改善に結びっけ、組織的に授業改

善等に取 り組んだ校内研修の事例を示す こと。
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